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浜校職員による、日々の学校の様子を発信します。

テクノアカデミー浜 検 索

短大校

最優秀賞・金賞 作品タイトル：探査機
【３D デザインコンテスト（航空宇宙関連）】 会津大学ロボット講習会

ポリテック
ビジョン

銅賞 作品タイトル：宇宙旅客機

短大校での取り組みに注目

ツイッター・ホームページ
浜校ツイッター「日々の雰囲気」

浜校 HP「アクティブな活動」

コンセプトは、「人類の宇宙への旅立ち」で、宇宙
旅行を目的とした宇宙旅客機です。具体的には、大
気圏突破後、地球の外周を飛ぶことが目的です。こ
の作品のイメージはスペースシャトルと同じです
が、用途は探査ではなくあくまで宇宙旅行が目的な
ので、外装を限りなく旅客機に近い形で設計しまし
た。本機はロケットのような垂直発射で飛ぶのでは
なく、通常の航空機と同じように滑走路から離陸し、
そのまま大気圏を離脱、そして大気圏再突入後は再
び滑走路に着陸することを考えています。このため、
煩雑な打ち上げ設備を必要とせず、滑走路と若干の

支援設備のみで運用が可能となり、打ち上げコストの減少や運用可能地点の増加が見込まれ、さらに、通常
のロケットの発射によって生み出されるスペースデブリの削減にも繋がります。また、飛行機のような運用
であることから翼が必要となりますが、主翼はアメリカ軍の艦上戦闘機 F-1 ４のような可変式となっており、
大気圏内では翼を開き安定性を重視した飛行形態を取り、揚力が生じない宇宙空間や、大気圏突入時にはエ
アロブレーキにより加わる力で壊れないよう、翼を閉じて落下します。

親機が目標とする洞窟の入り口まで子機を牽引し
て運びます。この親機のピラミッド部分はテクノ
アカデミー浜の三角棟がモチーフであり、ソーラー
パネルで構成されているため、展開時に充電が可
能です。ソーラーパネルを展開すると中には空間
把握用のレーザースキャナーを搭載した予備探査
用のドローンが４機格納されており、子機より先
に洞窟内部を偵察、子機に詳細な探査をさせるか
の判断材料とします。洞窟内は基本的に悪路であ

ることを想定し、子機は不整地対応の６輪にしました。水平方向と、上下の高さ方向を見るためのレーザー
スキャナーや複合カメラを複数搭載しています。サンプル回収では文房具の修正テープのような構造のもの
に粘着性のあるテープが巻かれたものを使用します。回収したサンプルはそのままスライダで内部を移動、
上部ハッチまで運ばれドローンに受け渡されます。子機のドローンはサンプルを保持して飛び立ち、親機ま
でサンプルを運びます。

（ロボット分野）
　ロボットに関する技術を身に
付けるため、実際にロボットを
組立て、調整し、制御することで、
実践的に学ぶことができます。

（エネルギー分野）
　目に見えないエネルギーを扱うためには、
計測が非常に重要になります。最新の機器
を使用した実験装置でエネルギーのマネジ
メントを学ぶことができます。

ロボット・環境エネルギー
システム学科の 一押し！



企業連携授業
　多数の自動車ディーラーと連
携しており、各メーカーの新
型車に触れながら、最新技術
を一流のメカニックから学ぶ
ことができます。
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機械技術科の
一押し！

自動車整備科の
一押し！

建築科の一押し！

伝統建築から現代建築までの基本
をしっかりと学びます。

　国土交通省の「二級自動車整備士養
成施設」です。
　自動車の各装置の分解・組立を通し
て構造を学ぶと共に基本的な整備作業
を身に付けます。また、ハイブリッド
車や電気自動車など最新の自動車を確
実に整備できる
技術も学びます。

地元企業の支援を受けて、メードイ
ン南相馬のサーフィン用のフィンを
開発するプロジェクトが進行中

REALSEAプロジェクト

REALSKYプロジェクト
エアレースワールドチャンピオン
室屋選手のレース機部品を開発する
プロジェクトが進行中

能力開発校 能力開発校での取り組みに注目

（ドローン操作）
　これからの建設業に必要性
が高まるスキルを学びます。

（本物を見る）
　机上や実習場を離れ、積極
的に現場の本物を学びます。

キックオフミーティングの様子

完成したエアレース機の部品

開発品の試乗の様子

完成したサーフィンのフィン
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Hama Technical Academy
●職業能力開発短期大学校
ロボット・環境エネルギー
シ ス テ ム 学 科
定員20名　教育訓練期間２年間

自
分
が
身
に
付
け
た
確
実
な
技
術
は
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
切
り
拓
く
原
動
力
に
な
る
。

イノベーションに対応できる
エレクトロニクス分野の
最先端エンジニア

ロボットを活用するための制御技術やセンシング技術、エネルギーを最適に利用するためのエ
ネルギーマネジメント技術を併せ持った幅広い知識をもった技術者を養成します。

ロボット実習

専門課題実習

シーケンス制御実習

電子工学実験

電気機器実験

機械工作実習

計装設備実験

ロボット実習

環境エネルギー実験 電気エネルギー工学 専門課題実習

プログラミング実習
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Robot and Energy System Engineering
新たな技術への対応、ロボットやエネルギー分野など
幅広い知識技術をもった技術者の養成

特　徴 主な就職分野

主な就職先　

取得可能な資格

ロボット技術

エネルギー技術
電気・電子、制御技術

電気関連

電子関連
コンピュータ関連

電気電子工学技術
　様々な技術分野に必要な電気、電子、情報技術を幅
広く基礎から学ぶことができます。

ロボット技術の習得
　ロボット制御に関する技術を、実際にロボットを組み
立てたり制御したりすることにより実践的に学びます。

エネルギー技術の習得
　エネルギーマネジメントに係る技術について、最先端の
計測機器等を利用した実験実習により実践的に学びます。

充実した教育環境
①ＩｏＴシステム開発支援装置
②クローラーロボット、人協働ロボット
③ＩｏＴ太陽光発電計測実習装置
等により、他にはない実践的な教育環境で学ぶことがで
きます。

・各種ロボット ( 災害、介護、産業用）の設計、
　製造
・自動制御システムの設計、製造、保守管理

・電設業関連会社

・電力会社、発電所等の保守管理
・鉄道会社、鉄道関連会社

・第二種電気工事士、第一種電気工事士
・電気機器組立て（技能検定）

・電気通信工事担任者

・Microsoft Office Specialist

●（株）アイ・イーエス ●㈱ IHI 航空宇宙・防衛事業領域相馬事業所
●（株）ADEKA ●（株）エイジェック ●エスケイ産業（株）
●（株）NTT 東日本東北 ●大内新興化学（株） ●大槻電機通信（株）
●オリエンタルモータ（株）相馬事業所 ●佐藤電設工業（株）
●相馬市役所 ●高橋電気（株） ●東新工業（株）
●（株）東北制御 ●東北電力（株）
●トーヨーエネルギーファーム ●東洋ワーク（株）
●日本ドライケミカル（株）●日本郵便（株）相馬郵便局●日本リーテック（株）
●福島セラミック（株）●丸三製紙（株） ●彌満和製作所（株）
●（株）メイワ ●ロボコムアンドエフエイコム

●電磁気学
●電気工学（Ⅰ）・（Ⅱ）
●電子工学
●電気材料
●電気機器
●電気電子計測
●パワーエレクトロニクス工学

●コンピュータ工学
●データ通信工学
●制御工学（Ⅰ）・（Ⅱ）
●生産工学
●品質管理論
●安全衛生工学
●制御機器
●計装理論
●計装設備

●創造工学
●創造工学演習
●企業実習
●専門課題実習
●技術者倫理
●卒業研究

●機械工学理論
●ロボット工学
●センサ工学
●機械工作実習
●ロボット実習（Ⅰ）・（Ⅱ）

●数学
●物理
●化学
●現代コミュニケーション論
●現代コミュニケーション実践（Ⅰ）・（Ⅱ）
●地域経済論
●技術英語
●保健体育

●電力工学
●電気エネルギー工学
●環境エネルギー工学
●環境エネルギー実験（Ⅰ）・（Ⅱ）

●デジタル電子回路
●電気工学基礎実験
●電子工学基礎実験
●アナログ電子回路実験
●デジタル電子回路実験
●製図実習
●電気機器実験

●コンピュータ基礎実習
●コンピュータ工学実習
●プログラミング実習
●データ通信実習
●安全衛生作業法
●シーケンス制御実習（Ⅰ）・（Ⅱ）
●計装理論実験
●計装設備実習
●自動制御実習

電気・電子工学技術 コンピュータ技術・制御技術・生産管理技術

創造力・応用力開発ロボット技術 一般教養エネルギー技術

ロボット制御技術とエネルギー
マネジメント技術を併せ持った
技術者を養成します。

（過去３年間）（過去３年間）

※計測制御工学科実績



機械加工技術の
　　　　　エキスパート
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ものづくりを行う企業では製品が規格に合っているか検査して出荷しています。本校では製品
の加工だけでなく設計から検査まで一連の技術を習得します。

NC工作実習（NC旋盤）

製図基本実習

精密加工実習

製図基本実習

CFRP 成型用金型製作 切削加工及び研削加工実習（平面研削盤）

自
分
が
身
に
付
け
た
確
実
な
技
術
は
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
切
り
拓
く
原
動
力
に
な
る
。

Hama Technical Academy
●職業能力開発校

機械技術科
定員15名　教育訓練期間２年間

CAD/CAM 操作実習（Solid Works 2018）CAD/CAM 操作実習（Gibbs CAM 2016）



測定実習（三次元測定機）
66

風洞実験

ビーチクリーナー

Mechanical Technology Course
ものづくりができる実践的技能・技術者、
豊かな人格をもつ企業人の育成

［設計］
図面を読み取る能力、作図する
能力、コンピュータを使って作
図（CAD）する能力を学びます。

［加工］
地域企業のニーズが高いステン
レスの溶接やコンピュータ制御
の工作機械の操作を学びます。

［検査］
製品を三次元で精密に測定し、データをコンピュータで解析して規格
に合っているか検査するための技術を学びます。また、製品を壊さ
ずに内部のキズなどの有無を調べる「非破壊検査技術」も学びます。

「ものづくりができる」
多能工技術者を養成します。

主な就職先
●（株）IHI ●（株）井部製作所 南相馬工場

●小浜製作所（有） ●（株）小山工業所

●（株）小松製作所郡山工場 ●（有）今野鉄工所

●（株）スター精機 ●（株）タカワ精密

●ダックテイル ●（株）デンロコーポレーション

●（株）東北村田製作所 ●東開工業（株）

●（有）トライ金型 ●日本オートマチックマシン（株）

●日産自動車（株） ●（株）HAT

●（株）福島製作所 ●フジモールド工業（株）

取得可能な資格

１　学　科

２　実　技

●３級技能検定（普通旋盤作業）
●３級技能検定（機械保全作業）
●３級技能検定（機械検査作業）
●２級技能検定（普通旋盤作業）
●２級技能検定（フライス盤作業）
●２級技能検定（機械保全作業）
●２級技能検定（機械検査作業）

●社会
●体育
●機械工学概論
●機械工作法
●材料
●生産工学概論
●測定法
●安全衛生
●製図
●材料力学
● NC加工概論

●測定実習
●製図基本実習
●安全衛生作業法
●機械工作実習
●試験及び検査実習
● NC加工実習
●特殊溶接実習
●切削加工及び研削加工実習

●電気工学概論
●金型工作法
●精密加工法
●機械保全法
●機械加工法
●溶接法
●特殊溶接法
●展開図
●試験法及び検査法
●ロボット工学
●航空産業概論

●コンピュータ操作基本実習
●溶接ロボットティーチング実習
● CAD/CAM 操作実習
●機械保全実習
●精密加工実習
●機械応用実習
●総合応用実習

●溶接技能者評価試験（手アーク溶接）
●溶接技能者評価試験（半自動溶接）
●溶接技能者評価試験（ステンレス鋼溶接）
●安全衛生特別教育（アーク溶接）
●ガス溶接技能講習
● Microsoft Office Specialist
●危険物取扱者

（過去３年間）（過去３年間）



エンジン脱着 サスペンション分解組立

足廻り分解組立エンジン・オーバーホール
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おもてなしの心を第一に考え
確実な整備ができる
サービスメカニック

　国土交通省の「二級自動車整備士養成施設」です。
　自動車の各装置の分解・組立を通して構造を学ぶと共に基本的な整備作業を身に付けます。
また、ハイブリッド車や電気自動車など最新の自動車を確実に整備できる技術も学びます。

自
分
が
身
に
付
け
た
確
実
な
技
術
は
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
切
り
拓
く
原
動
力
に
な
る
。

Hama Technical Academy
●職業能力開発校

自動車整備科
定員20名　教育訓練期間２年間

トランスミッション脱着 車検整備

故障原因探求 大型車整備
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企業連携授業

Automotive Maintenance Technology Course

自動車整備を通じて社会に貢献する。

インターンシップ

企業説明会

「接客のできるサービスメカニック」
を養成します。

主な就職先
●あいおいニッセイ同和損害調査（株） ●アピオ（株）
●荒井自動車（株） ●いすゞ自動車東北（株）
●コマツ福島（株） ●（株）シティ
●（株）スズキ自販福島 ●（株）セキショウホンダ
●千葉スバル（株） ●トヨタ L&F 宮城（株）
●トヨタカローラいわき（株） ●トヨタカローラ福島（株）
●日産プリンス福島販売（株） ●ネッツトヨタノヴェルふくしま（株）
●ネッツトヨタ福島（株） ●（株）ハヤシ
●福島小松フォークリフト（株） ●福島スバル自動車（株）
●福島ダイハツ販売（株） ●福島トヨタ自動車（株）
●福島トヨペット（株） ●福島日産自動車（株）
●福島日野自動車（株） ●（株）福島マツダ
●（株）ホンダカーズ福島 ●（株）ホンダ四輪販売南・東北
●三菱ふそうトラック・バス（株）東北・北関東 ●（株）ヤナセ 札幌東北営業本部
● UDトラックス（株）

取得可能な資格

１　学　科

２　実　技

●社会
●体育
●英語
●自動車の構造・性能
●自動車の力学・数学
●電気・電子理論
●材料
●燃料・潤滑剤
●図面
●生産工学概論

●二級ガソリン自動車整備士

●二級ジーゼル自動車整備士

● Microsoft Office Specialist

●ガス溶接技能講習

●安全衛生特別教育
　（巻上げ機（ウインチ）の運転業務）

●手仕上げ工作
●機械工作
●基本計測
●安全衛生作業法
●エンジン点検、分解、組立、調整、検査
●シャシ点検、分解、組立、調整、検査
●電装点検、分解、組立、調整、検査
●故障原因探究

●安全衛生
●自動車整備に関する法規
●エンジン
●シャシ
●電装
●故障原因探究
●整備作業機器
●測定機器
●検査機器
●自動車検査

●安全衛生特別教育（アーク溶接）

●安全衛生特別教育（低圧電気取扱業務）

●中古自動車査定士技能検定（小型車）

●危険物取扱者

●自動車検査作業
●パソコン実習
●職業資格
●総合応用実習

［自動車工学］
自動車の構造や作動、電気電子や材料、力学など
を幅広く学びます。

［自動車整備技術］
自動車各部の分解、組立、調整、検査の方法や定
期点検、車検整備のほか、接客技術についても学
びます。

［故障原因探究］
各種テスターやコンピューター診断機を用いて、
電子制御システムなど様々な故障原因を探究し、
修理する方法を学びます。

（過去３年間）（過去３年間）



ドローン操作実習 ドローン操作実習

施設外研修（木造新築現場） 施設外研修（鉄骨造新築現場）

9

Hama Technical Academy
●職業能力開発校

建築科
定員15名　教育訓練期間２年間

伝統建築から現代建築までの基本をしっかりと学びます。

工作実習

自
分
が
身
に
付
け
た
確
実
な
技
術
は
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
切
り
拓
く
原
動
力
に
な
る
。

夢の住空間をかたちにでき、
地域を支える建築エキスパート

木造建築施工実習

木造建築施工実習木造建築施工実習木造建築施工実習
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Architecture Course

お客様の夢と希望を具現化できる実力ある人材を育てる。

設計製図 住福祉環境演習

建築応用実習（トンネル工事見学） CAD 設計製図（3D CAD）

陶芸教室陶芸作品

施工と知識・理論の両方を併せ持った
技能者・技術者を養成します。

主な就職先
●会津建設（株） ●アイワビルド（株）

●石川建設工業（株） ●協同組合いわき材加工センター

●（有）佐藤建業 ●（株）四季工房

●庄司建設工業（株） ●（株）スズトヨ

●関場建設（株） ●（株）たてぐ屋山岡

●タニコー（株） ●田村建材（株）

●東開クレテック（株） ●文化住宅機器（株）

●（株）ボンズ ●（株）増子建築工業

●（株）マックス設計

取得可能な資格

１　学　科

２　実　技

●社会
●保健体育
●数学
●建築概論
●木質構造
●構造力学
●関係法規
●建築計画
●建築施工法
●建築設備
●建築生産

●二級建築士
（卒業後即受験可能となり資格取
得には実務経験 2 年が必要）

●二級技能士（建築大工）
（技能五輪福島県予選として受検）

●二級建築施工管理技士
（実務経験 2 年が必要）

●設計製図
●CAD設計製図
●建築情報処理演習
●デザイン演習
●建築材料実験
●測量基本実習
●木造建築施工実習

●安全衛生
●環境工学
●建築製図
●工作法
●木造建築施工法
●材料
●測量
●規矩術
●仕様及び積算
●土木施工管理
●建築施工管理

●玉掛け技能講習

●小型移動式クレーン運転技能講習

●ガス溶接技能講習

●アーク溶接特別教育

●小型車両系建設機械運転特別教育

●低圧電気取扱特別教育

●機械操作基本実習
●安全衛生作業法
●器工具使用法
●工作実習
●福祉住環境演習
●建築応用実習

［設計技術の習得］
　建築計画や関係法規、建築構造をもとにデザ
イン性を加味し、木構造を中心とした実践的な設
計製図技法ともに２D・３DCADによるプレゼン
テーションスキルを学びます。

［施工技能の習得］
　大工作業で基礎を学び、模擬家屋建築でより実
践に近づけます。また、関連する鉄筋、型枠、設備、
造園、測量などについて実践的な技能を学びます。

［施工管理技術の習得］
　施工実習において安全管理、品質管理、工程管
理を学びます。また、学科では、建築・土木の施
工管理の内容を学ぶことで、コスト管理や環境保
全など管理の基本を学びます。

（過去３年間）（過去３年間）
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キャンパス　ライフ

テクアカの学生たちの1日

テクノアカデミー浜学生寮

遠方からの学生においては学生寮を完備しております。
平日３食付で安全、快適に過ごせます。
クラスを越えた交流も図れます。

定　員　　男子２５名、女子５名
費　用　　予定食費等（月額）　27,000円

　　　　　光熱水費（月額）　　5,000円～12,000円
（令和２年度実績額（4 月～３年 3 月））

浜校公式キャラクターの紹介

放課後の
各種クラブ
活動も
あります。

お昼は、
380 円で
食堂を利用
できます。

ハママくん テクアちゃん

Campus lifeCampus life
6：50 起床

7：00 清掃
（7：00 ～ 7：15）

7：15 朝食
（7：15 ～ 8：00）

8：30 登校

8：45 午前　授業開始

12：15 昼食

13：15 午後　授業開始

16：45 授業終了

17：30 夕食
（17：30 ～ 18：30）

18：00 アルバイト

21：15 入浴
（19：00 ～ 21：30）

21：50 門限

23：00 消灯、就寝

6：00 起床

7：15 清掃

7：50 朝食

8：10 登校

8：45 午前　授業開始

12：15 昼食

13：15 午後　授業開始

16：45 授業終了

17：30 帰宅

18：00 夕食

19：00 入浴

23：00 就寝

6：30 起床

7：00 朝食

7：50 出発（電車）

8：35 登校

8：45 午前　授業開始

12：15 昼食

13：15 午後　授業開始

14：55 授業終了
（※ 3 限の場合）

15：00 自主活動

17：00 帰宅

19：00 夕食

23：00 入浴

0：00 就寝

学生生活①　寮生 学生生活③ 通学生（自家用車の場合）学生生活② 通学生（電車の場合）

▽名前の由来
テクノアカデミー浜の「浜（ハマ）」
と市の行事である相馬野馬追より

「馬（音読み：マ）」の組み合わせ。

▽キャラクターについて
ものづくりが好きな男の子。
馬の耳（被りもの？）が特徴。
好奇心旺盛でいろいろなことに挑
戦しており、今は機械の仕組みに
ついてお勉強中。
三角棟に住んでいるかも…？

▽名前の由来
テクノアカデミー浜の頭文字部分
テクノとアカデミーをそれぞれ抜
き取った組み合わせ。

▽キャラクターについて
自然が好きな女の子。
頭（被りもの？）は市の鳥である
雲雀をイメージしている。
ものづくりに興味があって、今は
DIY にお熱中。
中庭で散歩しているかも…？
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3
2
1

テクノアカデミー浜　教育理念

実践的な職業能力の開発

主体的な創造能力の開発

社会性豊かな人格の形成

〔即戦力となる実践に強い人材〕

〔新たな課題に挑戦する豊かな想像力を発揮する人材〕

〔職業人として自立できる人材〕

現場力

創造力

気づき力
コミュニケーション能力

テクノピラミッド
沿　革

テクノアカデミー浜とは
少人数制

実習重視

多用な連携

新技術の導入

就職に強い

１５人～２０人の少人数方式による徹底した教育訓練と、
豊富な教材で、一人ひとりが確実に技術を習得すること
ができます。

実験・実習・演習や課題研究を重視し、問題解決能力や企
画立案能力を育成します。

大学をはじめ、県ハイテクプラザ、産業界や企業と連携
によるカリキュラムの策定、企業からの講師登用により、
多角的な視野を養います。

産業の高度化、高い付加価値化に対応するため、実験装
置や実際に企業で使われている機械を導入し、福島ロ
ボットテストフィールドの活用を図ります。

平成	 7年	 4月

平成	19 年	 1月

平成	21年	 3月
平成	22年	 4月

平成	23年	 3月
平成	27年	10月
令和	 2年	 4月
令和	 3年	 3月

開校（電子制御科、自動車整備科、アパレルシステム科、
建築技術科）
県労働審議会から、県立高等技術専門校の高度化・再編整備
に関する基本方針について答申（短期大学校の設置等につい
ての答申）
アパレルシステム科廃止
福島県立テクノアカデミー浜開設
　■福島県立テクノアカデミー浜　職業能力開発短期大学校
　　（専門課程）計測制御工学科
　■福島県立テクノアカデミー浜　職業能力開発校
　　（普通課程）機械技術科、自動車整備科、建築科
電子制御科廃止
創立20周年記念式典開催
ロボット・環境エネルギーシステム学科設置
計測制御工学科廃止

年間予定表

職員数

組織図
（R3.4.1現在） 総務学生課長

職　　　員	 4名
講　　　師	 17名

職　　　員	 3名
会計年度任用職員	 8 名

●職　　員	 20人
●非常勤講師	 55人
●会計年度任用職員	 9人
●合　　計	 84人

職　　　員	 3名
講　　　師	 7名
職　　　員	 3名
講　　　師	 13名
職　　　員	 2名
講　　　師	 18名

ロボット・環境
エネルギーシステム学科長

教 務 課 長
経営企画担当

機械技術科

自動車整備科

建　築　科

校長 副校長

月 主な行事

４

入学式
健康診断
交通安全講話
就職支援講座STEP１（１年）
交通安全啓発活動
親子ものづくり教室（はるいち）

５
入試説明会
防火避難訓練
オープンキャンパスⅠ

６
メンタルヘルス・カウンセリング（６月～12月）
企業実習（実務実習）（１年）（６月～11月）
スポーツ大会

月 主な行事

7

オープンキャンパスⅡ
訓練科別懇談会
創立記念日
野馬追ボランティア活動
若年者ものづくり競技大会

８

夏季休暇
オープンキャンパスⅢ
ソーラーカー大会（WGC）
親子ものづくり教室（相馬市こども科学フェスティバル）
電気自動車エコラン競技大会

９
前期期末試験
オープンキャンパスⅣ（高校生ものづくり教室）
交通安全啓発活動
施設外研修（１・２年）

10
推薦入学試験
防火避難訓練
放射線講座（学科・実技）（１年）
学校祭（浜フェスタ）

月 主な行事

11

就職講話（１年）
一般入学試験
親子ものづくり教室（あきいち）
年金講話（２年）
親子ものづくり教室（テクノフェア）

12 業界セミナー（自動車整備科）
冬季休暇

１
就職支援講座STEP２（１年）
産業人材育成推進協議会
社会人講話（２年）

２
後期期末試験
業界セミナー（ロボット・環境エネルギーシステム学科・機械技術科・建築科）
技能照査

３

入学準備説明会
就職ガイダンス（１年）
卒業式
春季休暇
オープンキャンパスⅤ

福島県立テクノアカデミーとは？
職業能力開発促進法に基づく
　職業能力開発短期大学校（専門課程及び専門短期課程）　と　
　職業能力開発校（普通課程及び短期課程）　を併せ持つ、総合的な職業能力開発を
行う公共職業能力開発施設です。
高等学校等を卒業してこれから就職しようとする方や、転職して新しい職業を
目指そうとする方のために、産業界のニーズに合致した高度な職業訓練を実施
しています。

施　設 建　物　　敷地面積　39,985㎡
最新の実習設備をはじめとする教育訓練施設です。
明るく充実した学生生活のために、スポーツ、クラブ活動のできる施設、
設備を有しています。また、学生寮（男女入寮可）もあります。

区　分 延床面積（㎡）
❶ 管理棟 2,145
❷ 実習棟 3,210
❸ 体育館 985
❹ 食堂・学生寮 1,286
　その他 336

計 7,962

❶
❷

❸

❹

職業能力開発短期大学校

職業能力開発校

職　　　員	 1名
会計年度任用職員	 1 名
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テクノセミナー「機械設計のための３次元 CAD 技術」

テクノセミナー「２級建築施工管理技士」

離職者等再就職訓練「介護職員養成科」

障がい者委託訓練「野菜出荷業務科」

●学生の就職を支援する無料職業紹介業務を行っています。
●企業における職業能力の開発に対する相談や指導を行っています。
●離転職者・母子家庭の母及び父子家庭の父・障がい者等に対する職業訓練並びに
　就職支援を行っています。

１．無料職業紹介事業
　●職業安定法第33条の２に基づき厚生労働大臣の許可を得て、本校普通課程および専門課程の学生に対して企業から
　　直接求人票を受け付け、能力・適性に合った職業紹介を行っています。

２．テクノセミナー（向上訓練）
　●在職者及び求職者を対象に、業務上必要な知識・技術・技能の向上を図る
　　ための比較的短期間の訓練です。訓練時間は7～24時間（1～10日間）
　　程度です。
　●講師は企業の第一線で活躍する技術者及び本校職員です。
　●開催場所は主に本校の教室や実習場です。
　●受講料は１コースあたり1,900～ 6,700円（別途テキスト代等）です。
　●令和２年度は24コース実施し、のべ150名が受講しました。
　●企業ニーズを踏まえてオーダーメイド型でも開催します。
　●令和３年度は40コースを予定しております。

３．離職者等再就職訓練事業
　●やむなく離職され再就職を希望する方に対し、民間教育訓練機関等に委託し
　　必要な職業能力開発を実施し、再就職の促進を図る事業です。
　●１コースあたり8～20名程度、訓練期間は３～６カ月です。
　●公共職業安定所（ハローワーク）からの受講あっせんを受けた方が対象です。
　●令和２年度は28コース実施し、294名が受講しました。
　●令和３年度は相双地区において９コース、いわき地区において22コース
　　開催予定です。

４．障がい者委託訓練事業
　●就職を希望する障がい者の方に対し、企業、社会福祉法人、NPO法人、民間
　　教育訓練機関等の多様な委託を活用し、技術・技能を身につけ就職の促進を
　　図る事業です。
　●公共職業安定所（ハローワーク）からの受講あっせんを受けた方が対象です。
　●期間はおおむね２～３カ月です。

５．母子家庭の母等に対する支援
　●母子家庭の母等で就職を目指す方に対し、民間教育訓練機関等に委託し必要な職業能力開発を実施し、再就職の促進を
　　図る事業です。
　●１コースあたり１名程度（上記、離職者等再就職訓練のうち３コースを合同で実施します）、訓練期間は３～６カ月です。
　●公共職業安定所（ハローワーク）からの受講あっせんを受けた方が対象です。
　●令和２年度は１コース実施し、２名が受講しました。
　●令和３年度は３コース開催予定です。

※各事業の詳細については、教務課経営企画担当にお問い合わせ下さい。

Hama Technical Academy

経営企画担当
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資　料

●入学試験状況（令和３年度入学生）

●出身地域別（令和３年度入学生）

●求人及び就職内定状況（令和２年度卒業生）

●就職内定先企業給与（令和２年度卒業生）

●就職内定先地域別割合（令和２度卒業生）

●出身科別（令和３年度入学生）

○推薦入学試験　令和2年10月9日（金）　○一般入学試験　令和2年11月6日（金）
○一般入学試験（追加２次）　令和2年12月11日（金）　○一般入学試験（追加３次）　令和3年1月14日（木）
○一般入学試験（追加４次）　令和3年 2 月10日（水）　○一般入学試験（追加５次）　令和3年 3月18日（木）
備考（　　）内の数は、女子の内数を表します。

単位：（人） 単位：（人）

単位：（円）

◎県外地域は、求人事務所本社の住所が県外の場合であっても、配属先が県内支社等に配属予定の場合、県外事業所からは除外して整理しています。

※修了時点で配属先が未定の場合は、本社地域で計上しています。

科　　名 定員
応　募　者　数 合　格　者　数 入　　学

予定者数
応募倍率

（応募者数/定員）推　薦 一　般 一般（追加） 計 推　薦 一　般 一般（追加） 計

ロボット・環境エネルギーシステム学科 20 7（0） 3（0） 0（0） 10（0） 7（0） 2（0） 0（0） 9（0） 9 0.50
機械技術科 15 5（0） 1（0） 1（0） 7（0） 5（0） 1（0） 1（0） 7（0） 7 0.47

自動車整備科 20 17（1） 2（0） 0（0） 19（1） 17（1） 2（0） 0（0） 19（1） 19 0.95
建築科 15 9（0） 1（0） 1（0） 11（0） 9（0） 1（0） 1（0） 11（0） 11 0.73
合　計 70 38（1） 7（0） 2（0） 47（1） 38（1） 6（0） 2（0） 46（1） 46 0.67

科　　名 求職者数（人）
（A）

求人事業所数（所）
（うち県外）

（B）

求人数（人）
（うち県外）

（C）

求人倍率（倍）
（うち県外）
（C）/（A）

内定者数（人）
（うち県外） 内定率（％）

計測制御工学科 10 38（18） 73（24） 7.3（2） 10（1） 100.0
機械技術科 13 36（06） 85（08） 6.5（1） 13（2） 100.0

自動車整備科 19 94（51） 171（85）0 9.0（4） 19（5） 100.0
建築科 9 29（09） 101（38）0 11.2（4） 09（1） 100.0
合　計 51 197（84）0 430（155）0 34.1（3） 51（9） 100.0

単位：（人）　　　　（倍）

科　　名 相双 いわき 県北 県中 県南 会津・南会津 県外 合計

ロボット・環境エネルギーシステム学科 8 1 0 0 0 0 0 9
機械技術科 4 0 2 0 0 0 1 7

自動車整備科 5 1 5 3 2 1 2 19
建築科 5 0 4 1 0 0 1 11
合　計 22 2 11 4 2 1 4 46

科　　名 最　　高 平　　均

計測制御工学科 198,744 183,087

機械技術科 187,230 178,814

自動車整備科 222,400 176,015

建築科 235,000 180,200

科　　名 工業 普通 農業 総合 その他 合計

ロボット・環境エネルギーシステム学科 4 5 0 0 0 9
機械技術科 5 2 0 0 0 7

自動車整備科 10 7 1 1 0 19
建築科 4 4 2 1 0 11
合　計 23 18 3 2 0 46

地　　域 人数（人） 比率（％）

相　　　双 18 35.3
い　わ　き 06 11.8
県　　　北 09 17.6
県　　　中 07 13.7
県　　　南 01 02.0
会　　　津 00 00.0
県　　　外 10 19.6

合　計 51 100.0



福島県環境
創造センター

入学試験情報

学費情報

オープンキャンパス情報

入学試験には、推薦入学試験と一般入学試験があり、推薦入学試験には、高校卒業見込みの方の
学校長推薦と、社会人等の方の自己推薦の制度があります。

推薦入学試験：書類選考・面接試験
一般入学試験：筆記試験・面接試験

【入学試験日程】

◦短期大学校（専門課程）……………………… 数学（数学Ⅰ）
◦能力開発校（普通課程）……………………… 数学（数学Ⅰまでの基礎）

入学者選抜方法 筆記試験の試験科目

出願期間　※１ 試験日 合格発表

推薦入学試験

2021年
 9月21日㈫

～
10月01日㈮

（最終日正午必着）

10月08日㈮ 10月14日㈭

一般入学試験
10月25日㈪

～
10月29日㈮

（最終日正午必着）
11月05日㈮ 11月11日㈭

一般入学試験
（２次）
※２

12月01日㈬
～

12月10日㈮
（最終日正午必着）

12月17日㈮ 12月22日㈬

※１　ただし、土曜日、日曜日は除きます。
※２　一般入学試験（２次）以降は追加入学試験となり、合格者等の状況に応じて実施します。
　　　なお、追加入学試験は、一般入学試験（４次）までの計画がありますが、実施についてはホームページ等でお知らせします。

令和３年度予定金額（改定する場合があります。）
〔専門課程〕
❶入学検定料　018,000円
❷入　学　料　169,200円（県内出身者）
　　　　　　　364,000円（県外出身者）
❸授　業　料　379,200円（年額、二期分納）

〔普通課程〕
❶入学検定料　002,200円
❷入　学　料　005,650円
❸授　業　料　118,800円（年額、二期分納）

※この他に、個人用経費として、教科書、実習衣服、資格取得費等の経費が必要となりますので、詳細についてはお問い合わせ
ください。また、経済的困窮者や災害による被災者に対して、授業料等の免除制度があります。

※詳細はホームページをご覧になるか、直接お問い合わせください。
　また、当日参加できない場合にも、ご連絡をいただければ、施設見学や個別相談

に随時対応しますので、お気軽にお問い合わせください。

体験授業や施設見学、個別相談など、
　　　　　　　　いろいろな企画を用意しております！

◦第１回：05月 30日㈰
◦第２回：07月 04日㈰
◦第３回：08月 01日㈰
◦第４回：09月 11日㈯
※「高校生ものづくり」と同時開催

◦第５回：2022 年
　　　　　03月 27日㈰

バス：福島ロボットテストフィールド・福島線
　　　「福島県環境創造センター前」下車
　　　徒歩　１分（道路の向い側です）


